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表示説明 値下げ 横ばい 値上げ

市況状況

ラワン薄ベニヤ ・ ・ ・ ・ ・

ラワン構造用12㎜ ・ ・ ・ ・ ・

針葉樹12㎜ 3×6 ・ ・ ・ ・ ・

国
産
木
材
活
用
住
宅
ラ
ベ

ル
協
議
会
は
12
月
22
日
、
杉

等
の
国
産
材
を
活
用
し
た
住

宅
の
表
示
制
度
を
開
始
す
る

こ
と
を
発
表
し
た
。

同
会
は
住
宅
メ
ー
カ
ー
関

連
団
体
や
工
務
店
関
係
団
体

等
で
構
成
さ
れ
、
国
産
材
を

多
く
活
用
す
る
住
宅
に
お
い

て
分
か
り
や
す
く
表
示
す
る

仕
組
み
を
構
築
す
る
。
さ
ら

に
ラ
ベ
ル
で
消
費
者
の
選
択

を
促
す
こ
と
で
国
産
材
利
用

の
促
進
を
図
る
目
的
も
あ
る
。

表
示
が
で
き
る
も
の
は
住

宅
生
産
団
体
連
合
会
、
日
本

木
造
住
宅
産
業
会
、
日
本
ツ

ー
バ
イ
フ
ォ
ー
建
築
協
会
、

Ｊ
Ｂ
Ｎ
・
全
国
工
務
店
協
会
、

日
本
住
宅
・
木
材
技
術
セ
ン

タ
ー
に
所
属
す
る
会
員
。
木

造
戸
建
て
住
宅
を
建
築
す
る

事
業
者
が
自
ら
の
発
意
と
責

任
で
表
示
す
る
。

主
な
表
示
内
容
は
、
必
須

事
項
と
し
て
国
産
材
活
用
レ

ベ
ル
（
使
用
量
に
応
じ
て
レ

ベ
ル
１
～
３
の
３
段
階
表
示

）
と
花
粉
症
対
策
を
意
識
し

た
杉
使
用
量
（
本
数
換
算
で

表
示
）
と
な
る
。
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
や
住
宅
の
炭
素
貯

蔵
量
・
森
林
認
証
材
等
の
使

用
な
ど
も
表
示
可
能
。

国産材使用量に応じた表示制度始動 国産木材活用住宅ラベル協議会

ス
エ
ズ
運
河
・
紅
海
・
ア

デ
ン
湾
を
通
過
す
る
航
路
が

紛
争
に
よ
る
危
険
地
域
に
な

る
と
し
て
、
海
運
各
社
は
喜

望
峰
経
由
で
の
ア
ジ
ア
地
域

へ
の
輸
送
路
変
更
を
進
め
て

い
る
が
、
紅
海
日
数
が
増
加

し
燃
料
代
金
が
増
え
る
こ
と

か
ら
、
２
０
２
３
年
第
４
・

四
半
期
分
に
遡
っ
て
、
立
方

㍍
あ
た
り
10
～
20
ユ
ー
ロ
の

輸
送
代
金
値
上
げ
を
求
め
る

動
き
が
出
始
め
た
。

一
部
船
会
社
で
は
同
航
路

が
危
険
を
孕
ん
で
い
る
と
し

て
、
同
航
路
を
通
過
し
て
も

追
加
運
賃
を
求
め
る
動
き
も

あ
る
。
値
上
げ
幅
を
今
後
ど

の
よ
う
に
吸
収
す
る
か
が
焦

点
だ
が
、
輸
入
コ
ス
ト
が
跳

ね
上
が
る
こ
と
は
避
け
ら
れ

ず
、
輸
入
元
や
ユ
ー
ザ
ー
の

対
応
が
注
目
さ
れ
る
。

商
社
筋
に
よ
る
と
、
喜
望

峰
経
由
の
航
行
を
決
め
た
海

運
会
社
か
ら
、
40
㌳
コ
ン
テ

ナ
１
本
あ
た
り
４
０
０
～
９

０
０
㌦
の
値
上
げ
を
求
め
る

動
き
が
出
て
き
た
。
コ
ン
テ

ナ
の
積
み
込
み
量
を
１
本
あ

た
り
45
～
50
立
方
㍍
と
す
る

と
、
お
よ
そ
10
～
20
ユ
ー
ロ

（
立
方
㍍
）
上
が
る
と
考
え

ら
れ
る
。
仮
に
、
コ
ン
テ
ナ

１
本
に
50
立
方
㍍
積
み
込
ん

で
20
ユ
ー
ロ
高
で
は
１
０
０

０
ユ
ー
ロ
高
と
な
り
、
平
均

的
な
コ
ン
テ
ナ
代
金
１
本
２

５
０
ユ
ー
ロ
分
の
40
％
高
と

強
烈
な
コ
ス
ト
高
と
な
る
。

船
運
賃
は
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

（
出
荷
者
）
負
担
（
Ｃ
＆
Ｆ

契
約
）
だ
が
、
輸
入
元
に
値

上
が
り
分
の
折
半
を
求
め
る

可
能
性
が
あ
る
。
も
と
も
と

輸
入
元
の
取
扱
い
口
銭
が
低

欧州材海上運賃、10～20ユーロ（㎥）値上げ打診 コスト上昇で出荷者・輸入元とも悲鳴

２
０
２
３
年
11
月
の
新
設

住
宅
着
工
戸
数
（
国
交
省
発

表
）
は
６
万
６
２
３
８
戸
（

前
年
同
月
比
８
・
５
％
減
）

で
６
カ
月
連
続
の
前
年
同
月

割
れ
と
な
っ
た
。
持
ち
家
、

分
譲
、
貸
家
い
ず
れ
も
減
少
。

木
造
も
３
万
８
７
５
５
戸
（

同
７
・
２
％
減
）
で
、
前
年

同
月
割
れ
は
20
カ
月
連
続
だ
。

持
ち
家
は
１
万
７
７
８
９

戸
（
同
17
・
３
％
減
）
で
21

年
12
月
か
ら
２
年
間
、
前
年

同
月
割
れ
が
続
く
。
単
月
の

減
少
幅
も
22
年
10
月
の
前
年

同
月
比
18
・
７
％
減
に
次
ぐ
。

持
ち
家
の
１
～
11
月
累
計

は
20
万
７
３
２
１
戸
（
前
年

同
期
比
11
・
２
％
減
）
。
こ

の
ま
ま
で
い
く
と
23
年
通
期

は
、
22
年
の
累
計
25
万
３
２

８
７
戸
を
下
回
る
の
が
ほ
ぼ

確
実
だ
。

分
譲
は
、
戸
建
て
が
１
万

木造の前年同月割れ、20カ月連続
11月の新設住宅着工

１
８
２
５
戸
（
前
年
同
月

比
４
・
３
％
減
）
で
、
13

カ
月
連
続
の
前
年
同
月
割

れ
と
低
迷
し
て
い
る
。

貸
家
は
２
万
８
２
７
５

戸
（
同
５
・
３
％
減
）
。

同
８
月
以
降
、
４
カ
月
連

続
で
前
年
同
月
を
下
回
っ

て
い
る
。
た
だ
１
～
11
月

累
計
は
31
万
８
０
２
５
戸

（
前
年
同
期
比
０
・
１
％

減
）
と
な
り
、
前
年
同
期

並
み
で
踏
ん
張
っ
て
い
る
。

木
造
は
22
年
４
月
以
降
、

20
カ
月
連
続
の
前
年
同
月

割
れ
だ
。
ま
た
23
年
６
月

以
来
の
月
間
４
万
戸
割
れ

と
な
っ
た
。
た
だ
し
木
造

貸
家
に
限
る
と
11
月
は
１

万
１
１
２
１
戸
（
前
年
同

月
比
５
・
０
％
増
）
で
、

累
計
も
11
万
１
６
２
１
戸

（
前
年
同
期
比
７
・
３
％

増
）
と
、
好
調
を
保
つ
。

政
府
が
12
月
22
日
に
閣

議
決
定
し
た
２
０
２
４
年

度
予
算
案
で
、
国
土
交
通

省
関
係
予
算
で
は
一
般
会

計
５
兆
９
５
３
７
億
円
、

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別

会
計
４
６
３
億
円
を
そ
れ

ぞ
れ
計
上
し
た
。
こ
の
う

ち
公
共
事
業
関
係
費
は
５

兆
２
９
０
１
億
円
。
災
害

復
興
な
ど
に
５
７
９
億
円

を
投
じ
る
予
定
。
一
方
、

住
宅
局
関
係
予
算
で
は
、

「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
多
様
な
住
ま
い
の
確

保
」
な
ど
の
重
点
施
策
に

向
け
た
予
算
と
し
て
１
７

４
０
億
円
を
計
上
し
た
。

２
０
２
４
年
度
（
令
和

６
年
度
）
予
算
で
は
①
国

民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
、

国土強靭化・省エネ化など６兆円
国交省24年度予算案

②
持
続
的
な
経
済
成
長
の
実

現
、
③
個
性
を
い
か
し
た
地

域
づ
く
り
と
分
散
型
国
づ
く

り
の
３
つ
を
柱
と
し
、
23
年

度
補
正
予
算
と
合
わ
せ
切
れ

目
な
い
取
り
組
み
を
行
う
。

住
宅
関
連
の
施
策
で
は
、

密
集
市
街
地
対
策
や
住
宅
・

建
築
物
の
耐
震
化
の
促
進
に

76
億
円
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
・
Ｚ
Ｅ
Ｂ

の
普
及
や
木
材
活
用
、
ス
ト

ッ
ク
の
省
エ
ネ
化
な
ど
住
宅

・
建
築
物
の
省
エ
ネ
対
策
の

強
化
に
１
１
０
３
億
円
、
空

き
家
対
策
、
所
有
者
不
明
土

地
対
策
、
適
正
な
土
地
利
用

の
促
進
に
79
億
円
、
二
地
域

居
住
等
の
促
進
・
個
性
あ
る

多
様
な
地
域
生
活
圏
の
形
成

に
２
０
２
億
円
、
コ
ン
パ
ク

ト
で
ゆ
と
り
と
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

７
５
３
億
円
、
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
の
社
会
実
装
の
加
速
に

５
億
円
、
多
様
な
世
帯
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
住
宅
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
の
強
化

に
８
２
６
億
円
、
既
存
住
宅

流
通
・
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
の

活
性
化
に
４
７
４
億
円
な
ど

を
計
上
し
た
。

住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ

対
策
に
関
す
る
予
算
で
は
、

23
年
度
補
正
予
算
と
合
わ
せ

３
２
１
６
億
円
を
投
入
。
①

Ｚ
Ｅ
Ｈ
・
Ｚ
Ｅ
Ｂ
、
長
期
優

良
住
宅
や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

カ
ー
ボ
ン
算
定
へ
の
支
援
の

強
化
、
②
既
存
ス
ト
ッ
ク
の

省
エ
ネ
改
修
へ
の
支
援
強
化
、

優
良
な
都
市
木
造
建
築
物
の

整
備
や
地
域
の
気
候
風
土
に

応
じ
た
建
築
技
術
へ
の
支
援
、

③
省
エ
ネ
住
宅
・
建
築
物
の

普
及
の
加
速
に
向
け
た
中
小

住
宅
生
産
者
に
よ
る
体
制
整

備
へ
の
支
援
、
④
木
造
住
宅

・
建
築
物
の
担
い
手
の
技
術

向
上
に
向
け
た
支
援
を
行
う
。

住
宅
局
関
係
予
算
で
は
、

２
０
５
０
年
Ｃ
Ｎ
の
実
現
を

目
標
に
、
住
宅
・
建
築
物
分

野
の
省
エ
ネ
対
策
の
強
化
や
、

木
材
利
用
の
促
進
を
図
る
。

他
に
、
災
害
が
激
甚
化
・
頻

発
化
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま

え
、
安
全
な
住
ま
い
と
暮
ら

し
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
。
居
住
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
良
質
な
住
宅
ス

ト
ッ
ク
の
形
成
や
、
円
滑
な

流
通
・
活
用
が
可
能
と
な
る

市
場
の
整
備
な
ど
に
も
重
点

を
置
く
。
さ
ら
に
住
宅
・
建

築
分
野
の
Ｄ
Ｘ
に
向
け
て
新

技
術
実
装
を
推
進
し
、
生
産

性
の
向
上
を
目
指
す
。

率
な
こ
と
で
営
業
コ
ス
ト
負
担

と
な
る
以
上
に
赤
字
と
な
る
可

能
性
も
あ
り
、
販
売
先
と
の
折

衝
も
含
め
、
欧
州
材
輸
入
環
境

が
厳
し
く
な
る
。

大
手
欧
州
材
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

は
「
今
後
、
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
（

追
加
運
賃
）
は
な
く
な
り
、
運

賃
改
定
の
際
は
値
上
が
り
し
て

一
本
化
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

」
と
述
べ
て
い
る
。


